
 
 

  

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

  

   

 
 

鳥取県では、鳥取県広域住民避難計画（島根原子力発電所事故対応）において、避難

先としている県東部・中部地域の住民の方々、市町や県の職員等を対象とした放射線研

修会（講演会）を開催します。 

本研修会を通じて、放射線の人体への影響や科学的根拠に基づかない風評被害、被ば

く医療の現場対応などを学び、万が一原子力災害が起きた場合にどのように行動したら

良いかを考えます。 

 

演題：原子力災害時の対応 
〔講師〕量子科学技術研究開発機構 量子医学・医療部門 高度被ばく医療 

センター放射線緊急事態対応部 被ばく医療グループ 

医長 富永
とみなが

 隆子
た か こ

 氏  

 

【講師プロフィール】博士（医学） 

2001.5. 佐賀医科大学附属病院救急部入局 

2005.4.  放射線医学総合研究所緊急被ばく医療研究センター研究員 

2009.4.  佐賀大学医学部危機管理医学講座 助教 

2009.10.放射線医学総合研究所緊急被ばく医療研究センター 

主任研究員 

2010.2.  IAEA Incident and Emergency Centre コンサルタント 

2013.3.  放射線医学総合研究所 REMAT 医療室 医長 

2016.4.  量研機構放射線医学総合研究所 被ばく医療センター 医長 

2019.4  量研機構量子医学・医療部門 高度被ばく医療センター 

        放射線緊急事態対応部被ばく医療グループ 医長 

2019.7 量研機構量子医学・医療部門高度被ばく医療センター放射線

緊急事態対応部被ばく医療グループ グループリーダー 

～現在に至る 

・鳥取県原子力安全顧問（2018.11～） 

○お申し込みは裏面の用紙等によりお願いいたします。 
主 催：鳥取県 

後 援：東部地区・中部地域の市町村 

 

 

東部会場（定員約８０名） 

・令和元年８月２３日（金） 

１０：３０～１２：１０ 

（開場１０：００） 

・鳥取県東部庁舎 ２０２会議室 
 （鳥取市立川町６丁目１７６） 

中部会場（定員約１００名） 

・令和元年８月２２日（木） 

１３：３０～１５：１０ 

（開場１３：００） 

・三朝町総合文化ホール 大会議室 
（東伯郡三朝町大字大瀬９９９－２） 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

               

 

 

 

 

 
○ お申し込み方法 

   申込み用紙にご記入の上、ファクシミリで送信いただくか、又は必要事項を電子メールな

どにより下記までお送りください。これにより難い場合は電話でも受付します。 

当日空席がある場合のみ、申込がなくても入場できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会 場 

（８月２２日）中部会場  ・ （８月２３日）東部会場 

（参加される会場に○をつけてください） 

氏 名 

① ② 

③ ④ 

所属名等  

代表者連絡先  

※いただいた個人情報は本研修会以外の目的には使用いたしません。 

ファクシミリ：0857-26-8805 
電 子 メール：genshiryoku-anzen@pref.tottori.lg.jp 
郵     送：〒680-8570 鳥取市東町一丁目 271 

鳥取県 危機管理局 原子力安全対策課 
電    話：0857-26-7973（9:00～17:00 平日のみ） 

＜中部会場＞ 

三朝町総合文化ホール 大会議室 
（ 東 伯 郡 三 朝 町 大 字 大 瀬 9 9 9 - 2 ） 

●交通のご案内 

ＪＲ山陰本線倉吉下車  

三朝温泉行バスで約 12 分三朝町役場前下車 

 

＜東部会場＞ 

鳥取県東部庁舎２０２会議室 
（鳥取市立川町 6丁目 176） 

●交通のご案内 

ＪＲ鳥取駅から桜谷・面影循環線で約１３

分。鳥取県東部庁舎前下車。 

 鳥取県東部庁舎 

会場のご案内（駐車場には限りがあります。なるべく公共交通機関でお越し下さい） 

８月１９日（月）までにお申し込み下さい 

総合文化ホール 


